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論　　文　　の　　要　　旨

＜目的＞

　尿路癌における転移性骨腫瘍の発生部位としては脊椎が最も多くヲしかも結果として疹痛雪病的

骨折害神経麻痒などの重大な症状を生ずる。いまだ十分に解明されていないその転移経路や転移巣

における病態などに関する研究は尿路癌の臨床上非常に重要な課題である。

　本研究では尿路癌の骨転移の血行経路を明らかにする目的で事先ず本学における前立腺癌の骨転

移症例について臨床統計学的な実態分析を行った。この骨転移の本態を明らかにする為にマウスを

用いてヨ骨盤内臓器より脊椎に至る脊椎供血路の存在について検討すると共に，脊椎静脈叢経路に

よる脊椎骨転移モデルの作成を行った。

＜対象および方法＞

1）骨転移の血行経路に関する臨床例の検討については雪筑波大学附属病院における骨転移をもつ

未治療前立腺癌75例と肺癌67例の全身骨シンチグラム（99mTcMDPlO～20mCiを静注しヲ3時間後に

シンチカメラにより撮影する方法による）を分析検討した。

2）脊椎静脈叢の脊椎供血路に関する実験的研究では、C3H／Heマウスの雌を用いて事下大静脈を閉

塞させるために腹部を圧迫した状態でバリウムO．2m1を尾静脈より静注し。脊椎をエックス線撮影

した。また同様に墨汁O．2m1を静注し事脊椎を組織学的に検討した。

3）マウスを用いた骨転移モデルの確立の為の実験では，C3H／Heマウスの雌を用いてヨBMT－2（マ

ウス未分化膀胱癌）腫瘍細胞浮遊液0．2ml（1×106／m1）を下大静脈を閉塞させる為にラ先ず腹部を
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圧迫した状態で尾静脈より注入した（腹部圧迫群）。さらに開腹して下大静脈を直接に圧迫した群（開

腹閉塞群）に分けて検討した。

＜結果および考察＞

1）臨床経験例の骨シンチグラムを用いて前立腺癌と肺癌との骨転移の部位と数を検索したところ

前立腺癌では官骨転移の初発部位が脊椎ラ骨盤であるものが20／23（87％）を占め，肺癌のu／28（39％）

と比較して脊椎苧骨盤に転移し易い傾向が認められた。骨転移部位が2か所以上になるとヨ全例脊

椎ヨ骨盤に転移を起こしていた。この事から血行性に生ずる骨転移として脊椎静脈叢が前立腺癌の

骨転移経路として関与している事が示唆された。

　以上の結果によりこの研究では肺癌の骨転移の場合は、最初から心臓を経由して経動脈的な全身

骨転移の部分現象と考えられるが纈前立腺癌骨転移の場合は脊椎ヨ骨盤に最初に転移する事が考え

られる。

2）脊椎静脈叢の脊椎供血路については害バリウムを用いた血管造影で脊椎の周囲に存在する脊椎

静脈叢を描出できた。墨汁注射実験では組織学的に肺ラ肝臓には全く認めないにも拘わらずヨ脊椎

の骨盤中に墨汁を認めた。

　以上の所見によりラマウスにも脊椎静脈が存在し、脊椎の骨髄に墨汁を確認できたことより、脊

椎静脈叢を通じて供血されている事を示す事が出来た。

3）骨転移モデル確立のための実験ではラ腫瘍細胞浮遊液を注射したマウスでは約3週問を経過後

に後肢に麻痒を生ずるものが現れ，組織学的検索では腹部圧迫群では5／12（41％）ヨ開腹閉塞群で

は12／15（80％）に腰椎、仙骨にいずれも有意に多い頻度で骨転移を認めた。おなコントロール群（圧

迫なしで尾静脈より注射した群）では1／11（王4％）に骨転移を認めたのみである。

　以上により事下大静脈を閉塞した状態で腫瘍細胞浮遊液を尾静脈より注射することにより腰椎に

選択的に骨転移を作成できた。従ってこの方法により非常に効果的な脊椎骨転移モデルの作成に成

功した。

審　　一査　　の　　要　　旨

本論文ではヨ泌尿器科領域で重要な疾患である尿路癌の代表として前立腺癌の血行性転移におけ

る脊椎静脈叢の関与について害先ず自験例の骨シンチグラムを用いて臨床統計的な手法により明ら

かにした。脊椎供血路について。実際にマウスを用いた実験により下静脈より脊椎静脈系を介して

の供血路の存在を明らかにしヨ更にこのマウス実験系を用いて脊椎骨転移の実験モデルを完成した。

この実験モデルは尿路系癌の脊権骨転移機構を解析するに大いに貢献するものである。

以上本研究はヲ今後尿路系の癌の骨転移に関する臨床的現象を論ずる上で重要な点を検討しヨそ

の本態を明らかにしており大いに評価される。

　よって雪著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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